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今
年
度
は
、
昨
年
の
成
果
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
多
く
の
試
み
を
行
い
ま

す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
日
傘
ベ
ン

チ
や
可
動
式
遊
具
を
設
置
す
る
ほ
か
、

水
遊
び
場
、
園
内
の
誘
導
サ
イ
ン
の

設
置
な
ど
を
行
い
、
公
園
の
活
用
促

進
に
取
り
組
み
ま
す
。
水
遊
び
場
は
、

７
月
26
日
に
ま
ち
タ
ネ
広
場
で
開
催

予
定
の「
め
ぐ
り
の
い
っ
ぽ
プ
レ
イ

パ
ー
ク
・
ぼ
う
け
ん
あ
そ
び
ば
」で
、

お
披
露
目
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
８
月
11
日
か
ら
大
手
門

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
昼
も
夜
も
楽
し
め
る
空
間
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
取
り
組
み
は
、

「
小
諸
駅
周
辺
地
域
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ

ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
た
社
会
実

験
で
す
。
歴
史
資
源
を
活
か
し
な
が

ら
、
公
民
が
共
に
取
り
組
む「
居
心
地

が
よ
く
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
な
か
」

の
あ
り
方
を
、
大
手
門
公
園
と
い
う

公
共
空
間
を
舞
台
に
探
っ
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
の
社
会
実
験
の
成
果
を
も
と

に
、
令
和
８
年
度（
２
０
２
６
年
度
）

以
降
に
は
、
段
階
的
な
整
備
が
進
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。
未
来
の
公
園
を

つ
く
る
の
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

関
わ
り
で
す
。
ぜ
ひ
大
手
門
公
園
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
ま
ち
の
未

来
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

歴
史
と
未
来
が
出
会
う
場
所

　

小
諸
城
大
手
門
は
、
江
戸
時
代
初

期
に
築
か
れ
た
小
諸
城
の
正
門
で
あ

り
、
現
在
も
そ
の
壮
麗
な
姿
を
残
す

国
指
定
重
要
文
化
財
で
す
。
平
成
17

年
度（
２
０
０
５
年
度
）に
は
修
理
復

原
工
事
が
行
わ
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
周
辺
エ
リ
ア
も
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。「
停
車
場
ガ
ー
デ
ン
」

「
せ
せ
ら
ぎ
の
丘
」「
大
手
門
公
園
有
料

駐
車
場
」「
ま
ち
タ
ネ
広
場
」な
ど
、
段

階
的
に
都
市
公
園
と
し
て
の
機
能
が

充
実
し
、
市
民
や
来
訪
者
に
親
し
ま

れ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
民
間
の
力
も
加
わ
り
、

こ
の
エ
リ
ア
に
新
し
い
に
ぎ
わ
い
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
旧

小
諸
本
陣
主
屋
は
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン「KO

M
O
RO
 H
O
N
JIN
 

　

昨
年
度
は
、
社
会
実
験
と
し
て
日

傘
と
ベ
ン
チ
を
組
み
合
わ
せ
た
座
り

場
の
設
置
や
、
可
動
式
遊
具
の
導
入

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
可
動
式
遊

具
は
、
閑
散
と
し
が
ち
な
平
日
に
も

子
ど
も
連
れ
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
ち
タ
ネ
広
場
の
利
用
に
変
化
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

O
M
O
YA

」に
、
隣
接
の
旧
大
塚
邸
は

そ
ば
カ
フ
ェ「C

LO
V
E C
A
FÉ

」と

し
て
再
生
。
ま
た
、
旧
竹
内
木
材
建

物
も
ス
イ
ー
ツ
工
房
兼
カ
フ
ェ
と
し

て
秋
以
降
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
改

装
中
で
す
。
こ
う
し
た
歴
史
的
建
物

を
活
か
し
た
民
間
投
資
が
、
ま
ち
な

か
の
魅
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
団
体
に
よ
る
活
動

も
活
発
で
す
。
小
諸
商
工
会
議
所
青

年
部
が
主
催
す
る「
秋
灯
り
小
諸
」で

は
、
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る「
小
諸
か

る
た
」の
絵
札
を
あ
し
ら
っ
た
灯
籠
を

小
諸
駅
前
か
ら
小
諸
城
三
之
門
、
大

手
門
公
園
一
帯
に
約
２
０
０
基
並
べ
、

幻
想
的
な
夜
を
演
出
。
昨
年
は
大
手

門
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
多

く
の
来
訪
者
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　令和 9年度まで修理・復原工事が予定されている国重要文化財・旧小諸本陣の一帯を活用し、市民と観光客が一緒に楽しめ
る文化体験の場づくりを進めています。この取組みの一環として、市外からさまざまな分野のアーティストを招き、文化交流
体験イベントを行う「浅麓地域をつなぐアートプロジェクト」を、旧小諸本陣・まちタネ LABO（旧医院）を拠点に開催します。
　この取組みにより、歴史的な建物の活用と多様な人材による文化交流活動の環境づくりを図ります。なお、本プロジェクト
は長野県地域発元気づくり支援金を活用しています。

東京芸術大学卒業生を中心とした若手作家集団が、まちタネ LABOを拠点に小諸市
に滞在し、地域との交流や学びを通じて製作した造形・写真・映像などの作品を、
旧小諸本陣周辺の歴史的建築物や公共施設で展示し、スタンプラリーを組み合わせ
たまち歩き型のアート鑑賞を提供する取組みです。
■期　間　8/3 ㈰ ～ 8/31 ㈰
■会　場 旧小諸本陣・まちタネ LABO、小諸駅舎、小諸城大手門、脇本陣の宿粂屋ほか
■参加作家　20名　■料　金　入場無料
■プログラム詳細　二次元バーコードから、
　　　　　　　　　こもろ観光局 ⇒ 「コモロモリモア」をチェック！

アートプロジェクトその１

「コモロ・モリ・モア2025」

旧小諸本陣を中心とした文化観光交流の拠点づくりプロジェクトがはじまります

小
諸
駅
周
辺
地
域
未
来

チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
の

具
現
化
に
向
け
て

社
会
実
験
を
通
じ
て
、公
園
の

新
し
い
使
い
方
を
試
み
る

―
大
手
門
公
園
で
進
む
ま
ち
づ
く
り
の
社
会
実
験
―

問　
都
市
計
画
課
・
こ
も
ろ
観
光
局

■ みずとあそぼう
    めぐりのいっぽプレイパーク
▶日　時 7/26 ㈯  10:00 ～ 15:00
▶主　催　めぐりのいっぽ

可動式遊具で遊ぶ
子どもたち（R6.9月）

和風ベンチに座る
人たち（R6.11 月）

ひだまり広場前の階段に
スロープを設置（R7.4 月）

美しいランドスケープ（山々が見える）

子どもと遊べる

思い思いに過ごせる場

静かで落ち着ける場 歩きやすい環境▶

ビジョンの具現化に向けた試行ビジョンの具現化に向けた試行
ライトアップし、夏の夜
も回遊を促す。

■ 夏の大手門ライトアップ
▶日　時 8/11 ㈪  日没頃～
▶主　催　小諸商工会議所青年部

「コモロ・モリ・モア」の作家に加え、舞踏・音楽・伝統行事など多分野の芸術家による体験型ワークショップを市内各所
で実施し、市民や来訪者が芸術家から直接学びながら、気軽に文化にふれる機会を提供する取組みです。
■期　間　８月の毎週土日のほか特設開設日
■会　場 旧小諸本陣・まちタネ LABO、こもテラス、ほんまち町屋館、みよたの広場（御代田町）ほか
■プログラムの種類　26名の芸術家による 38種類のプログラム
■プログラムの詳細　詳しくは二次元バーコードからこもろ観光局⇒「夏のこもろ文化交流体験プログラム」をチェック！
■総合案内窓口　旧小諸本陣・まちタネ LABOに開設されます。また、「コモロ・モリ・モア 2025」作品案内・スタンプ
　　　　　　　　ラリー台紙および「夏のこもろ文化交流体験プログラム」パンフレットは、まちタネ LABOのほか、観光
　　　　　　　　案内所（小諸駅）、市立小諸図書館等にて配布しています。

アートプロジェクトその2

「夏のこもろ文化交流体験プログラム」
◀詳細はコチラ

◀詳細は
　コチラ

イベントに合わせイベントに合わせ
て可動式遊具を設て可動式遊具を設
置し、子どもの遊置し、子どもの遊
び場を提供。び場を提供。

大手門のライトアップ

可動式遊具の設置可動式遊具の設置

子どもの水遊び場子どもの水遊び場
を提供。を提供。

水遊び場・木陰ベンチ水遊び場・木陰ベンチ

小諸アートプロジェクト

小諸アート
プロジェクトの展示

大手門にて作家・クリエイ
ターの作品を展示。

店舗内に作品を展示。

停車場ガーデンの
体験プログラム

クラフトなどのワー
クショップを提供。

Illustrations by ふる・ぱわコ

旧竹内木材旧竹内木材


